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ワンヘルス＝人・動物・環境は
相互に密接な関係

真の健康＝それらを総合的に
良い状態にすること

地球上の多様な命と関わって生かされる人類という俯瞰的視野を
忘れず、健全で持続可能な社会に貢献できる人材の育成

グローバル化社会
感染症、食料、人口といった人類共通の課題
地球規模で分野横断的なアプローチが必要

動物パピローマウイルスの研究

背景：人の子宮頸癌の原因（ヒト パピローマウイルス：HPV）
高リスク型（16型など）のHPV ワクチンの実用化 発ガン予防
動物のパピローマウイルスは詳細不明
乳頭腫や一部の悪性腫瘍（ガン）の病原体
宿主特異性が高く、人・動物で多くのウイルス型

分子疫学的研究

ウイルスの特徴

分布と病態の解明

〜予防へ繋ぐ

新しい型のPV発見
牛の新型 （BPV12; 

BPV28 ; BPV29）
ヤクの新型（BgPV1）
ネコの亜型
（FcaPV4 subtype）

新型牛パピローマウイルス感染症の病態解明と防除法の開発 
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2000年以降、原因不明の牛の乳頭疾患が北日本の放牧施設で多発し、酪農業にとって大き

な問題となっていた。罹患牛は、乳頭皮膚に形成された慢性の腫瘍性病変によって乳頭が変

形し、搾乳が困難あるいは不可能な状態となり、重度の症例では廃用となって処分された。

そこで本症の病態の特徴を解析して原因究明を行い、牛パピローマウイルス（BPV: bovine 
papillomavirus）による牛乳頭腫症がわが国で流行していることを明らかにした。病変組織から
病原性の強い新型BPVを発見し、これが原因となることで従来から知られていた牛乳頭腫症

よりも激しい症状を現し、生乳の生産性低下の要因となっていることを明らかにした。さら

に本研究では、新型BPVによる牛乳頭腫症の流行調査と防疫対策、治療および診断法の開発、

BPV関連疾病の多様性の解明を行ったので、その概要を紹介する。 

 

はじめに 

BPVは癌遺伝子を持つ小型のDNAウイルスで、牛の体表皮膚や粘膜に感染すると、感染部位
に乳頭腫とよばれる腫瘍性病変を形成する。本ウイルスは、遺伝子型によって8型に分類され、こ
の内BPV-1～6に腫瘍形成能があることが証明されている。人へは感染しないが、牛から牛への伝
播は感染牛と非感染牛の間で直接接触したり、汚染した器具や飼育環境を介して間接接触したり

することで起こる。一般的に牛乳頭腫症は良性疾患であり、地域や季節に偏りがなく散発的に

発生し、腫瘍形成後数ヶ月から数年程度経過すれば自然治癒すると考えられてきた。ところ

が、2004～2005年に北海道や東北地方で発生した事例では、悪性転換しないものの同一農場

内の90%以上の牛に集団発生し、発生に地域性や季節性が見られ、また自然治癒が殆ど見込

めず、重症化し、治療困難であるなど、従来型の牛乳頭腫症とは異なる特徴を有していた    

（図1）。 

 

新型BPVの発見 

罹患牛から病変を切除し、病理組織学的およびウ

イルス学的検査を実施することで、本症を牛乳頭腫

症と診断した。また同時に、これまでに報告されて

いるBPVとは異なる遺伝子型のBPV遺伝子断片を2

種類検出した。両ウイルスのゲノム塩基配列を全て

特定し、遺伝子構㐀の比較解析を行った結果、これ

らはいずれもグザイパピローマウイルス（Xi-PV）

属に属する新型BPVであることが明らかとなり、発

見の順にBPV-9、BPV-10と命名した（図2）。より広

図 1.牛乳頭腫症によって変形した牛の乳頭
（引用文献 1） 
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パピローマウイルスと腫瘍との関連解析

国際ウイルス分類委員会（ICTV）
パピローマウイルス部会委員 （犬・猫・牛・馬など）


